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困
っ
た
と
き
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
　

関
係
性
づ
く
り
が
活
動
の
基
本
で
す

　
困
り
事
を
抱
え
て
い
て
、
誰
か
に
相

談
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
で
も
、
誰

が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
の
か
知
ら

な
か
っ
た
り
、
知
っ
て
い
て
も
自
分
か

ら
訪
ね
て
い
っ
た
り
、
電
話
を
か
け
た

り
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
と
い
う
人
は

多
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
の
不
安

に
感
じ
る
気
持
ち
を
解
消
す
る
た
め
、

定
期
的
に
世
帯
訪
問
を
行
い
、
ま
ず
は

顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
顔
の
見
え
る
関
係

性
を
築
く
こ
と
を
活
動
の
基
本
に
し
て

い
ま
す
。

　
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
内
容
に
応
じ

て
専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
、
助
け
を
必
要

と
し
て
い
る
人
が
必
要
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

●①
困
り
事
の
解
決
に
向
け
、

　
無
報
酬
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

　
町
内
会
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
す
。
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
務
し
、

任
期
は
３
年
間
で
、
令
和
５
年
４
月
現
在
、

市
内
23
地
区
で
４
２
２
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●②
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

　
活
動
す
る
上
で
知
り
得
た
情
報
に
つ
い

て
は
、
任
期
中
は
も
ち
ろ
ん
、
退
任
後
も

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

あなたの身近な相談役です

世帯訪問時に「災害時支援情報キット」の保管状況を確認する上野委員（写真右）

●世帯を訪問し、状況を把握
　・高齢者のいる世帯
　・障害のある人の世帯
　・生活に困窮している世帯
　・母子・父子世帯　など
●ニーズに応じた支援や　　
　サービスの情報を提供
●児童の登下校時の見守り

など

●市役所、各総合事務所
●社会福祉協議会
●児童相談所
●保健所
●教育委員会
●小・中学校
●保育園・幼稚園
●すこやかなくらし
　包括支援センター
●地域包括支援センター

担当する地区で
さまざまな活動を実施

【民生委員・児童委員の主な活動】

【連携する機関・協力する機関の例】

寄せられた相談の解決に向け、
専門機関による支援につなぐ

特
集

民生委員・児童委員

上越市民生委員児童委員協議会連合会
会長 馬場 隆

たかのぶ
信 さん（下曽根）

お世話になった地域への
恩返しの気持ちで活動しています
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　「一人暮らしで不安だ」「子育てのことで悩んでい
る」「福祉サービスについて知りたい」など、悩んで
いることはありませんか。
　民生委員・児童委員には日々さまざまな相談が寄
せられ、専門機関による支援につなぐことなどを通
じて、課題解決のお手伝いをしています。
　福祉課、各総合事務所の市民生活・福祉グループ
がお住まいの地域を担当する民生委員・児童委員を
ご紹介します。お気軽にお問い合わせください。

高齢者に関すること
60.7％
7,484件

【令和３年度】
上越市における

分野別相談・支援件数
12,324件

子どもに関すること
9.1％
１,１１９件

障害者に関すること
5.9％
７２９件

その他
24.3％
２,９９２件

こんなときは悩まず民生委員・児童委員へ、お気軽にご相談ください

自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
常
に
考
え
な
が
ら
　

活
動
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す

　
昨
年
12
月
に
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は

地
域
の
皆
さ
ん
に
私
が
民
生
委
員
に
な
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
も
ら
う
た

め
、
名
前
と
連
絡
先
を

載
せ
た
チ
ラ
シ
を
作
り
、

こ
れ
を
持
っ
て
世
帯
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
時
に
は
、
た
だ

声
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
防
犯
や
交

通
安
全
の
チ
ラ
シ
を
取
り
寄
せ
て
一
緒
に
配
る

な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
は
も
ち
ろ
ん
、

関
係
機
関
と
も
情
報
交
換
を
行
い
、
民
生
委
員

と
し
て
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
常
に
考
え

な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
高
齢
者
世
帯
か
ら
訪
問
を
始
め
、
今

後
は
徐
々
に
子
ど
も
の
い
る
世
帯
な
ど
に
も
訪

問
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
頼
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
　
　
　
　

地
域
で
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
お
手
伝
い
を

　
地
域
の
す
こ
や
か
サ
ロ
ン
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
担
当
地
区
で
は
、
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
20

世
帯
ほ
ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
顔
を
合
わ
せ

て
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
悩
み
事
を
抱

え
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
関
係
機
関
へ
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
郷
区
さ
と
ま
る
学
校
」
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
依
頼
を
受
け

る
と
、「
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
と
皆
さ
ん
を
お

誘
い
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
方
か
ら
「
楽
し

か
っ
た
」「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声

を
お
聞
き
す
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

民生委員・児童委員
あなたの地区でも活動しています！

困ったときには、
気兼ねなく頼りに

させてもらっています

訪問先
笹川さん

中郷地区民生委員・児童委員

上野 佳
よ し こ

子 さん(中郷区江端）

中郷区

合併前
上越市

■問合せ…福祉課（☎025-520-5693)
　※各総合事務所の電話番号は、11ページをご覧ください。

第８地区民生委員・児童委員
白砂 政雄 さん（黒井）白砂さん自作のチラシ

地域の皆さんの
お役に立てればと思い、

活動しています

何か役に立てたときに、
「ありがとう」と言って

もらえるとうれしいですね
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上越市第３次財政計画を策定しました
　「第７次総合計画」の策定と併せ、「暮らしやすく、希望あふれるまち 上越」の実現に向け、令和５年度か
ら令和12年度までの８年間における収入・支出の計画として策定しました。

　財政計画とは、財政の健全性を保ちながら、持続可能な行財政運営を行うことを目指して、計画的な
財政運営を行うために、市の今後の収入・支出の見込みを明らかにした計画です。

■問合せ…財政課（☎025-520-5637）

年度別収支計画の概要

市債残高・財政調整基金残高の推移
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第Ⅰ期 第Ⅱ期
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15.813.0

15.7

7.7
13.7

6.5

14.8 15.1

歳入合計額
歳出合計額
財源不足額
（財政調整基金を取り崩さない場合
　の財源不足額）
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第Ⅰ期 第Ⅱ期

R7計画 R8計画 R9計画 R10計画 R11計画 R12計画 （年度）

（億円）

【1,201.0】【1,127.3】【1,072.1】【1,042.5】 【999.5】 【955.3】 【909.4】 【865.9】 【816.3】 【769.6】
862.4 827.8 795.5 774.6 743.4 711.6 679.2 649.5 612.3 574.2

338.6 299.5 276.6 267.9 256.1 243.6 230.1 216.4 204.1 195.4

86.8 76.0 72.0 63.8 63.5 57.3 58.3 50.9 43.3 35.0

市債残高のうち交付税措置見込額
市債残高のうち実質負担額
財政調整基金残高

【　】　市債残高合計

●  収入・支出の積算に当たっては、第７次総合計画の推進に必要な経費を見積もりながら、教育・福祉・子
育て支援など、基礎的行政サービスのための経費をしっかりと見込んでいます。

●  また、地域経済の活性化を図るため、普通建設事業費（道路や学校、保育園などの公共施設を整備する経費）
を毎年100億円ほど確保しています。

●  その結果、上記グラフのとおり、毎年6.5億円～15.8億円の財源不足額が生じる見込みとなりました。
●  この財源不足額に、市の貯金である財政調整基金を取り崩して収支を合わせているため、計画最終年度に

は35億円まで基金残高が減少する見込みです。一方で市の借金である市債の残高も減少し、計画最終年度
の実質負担額は195.4億円を見込んでいます。

５月のトピックス

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しない場合があります。
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　健全化判断比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、全ての都道府県、市
町村が公表する全国共通の比率です。警戒レベルとなる「早期健全化基準」と、財政再建を要する「財
政再生基準」があります。

健全化判断比率の推移

今後の取り組み

実質公債費比率および将来負担比率の推移
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（単位：％） （単位：％）実質公債費比率 将来負担比率
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●  健全化判断比率である実質公債費比率および将来負担比率は、共に早期健全化基準を下回って推移します。
●  貯金の減少を上回るペースで借金が減少するため、実質公債費比率は８％台まで、将来負担比率はおおむ

ね60％前後まで低下する見込みです。

　市民の皆さんの安全・安心な暮らしを守りながら、必要な政
策を推進していくための行財政基盤を整えていきます。
　具体的には、「第７次行政改革推進計画」の基本方針の一つ
として位置付けた「健全財政の維持」に向け、「歳入の確保」
と「歳出の適正化」の取り組みを着実に実施しつつ、毎年の予
算編成の際は、この財政計画を基本として過度な将来負担を招
くことのないよう、必要かつ堅実な予算措置を講じていきます。

実質公債費比率 その年の収入※に占める借金返済の割合です。国が負担する額は除きます。
（早期健全化基準：25.0％　財政再生基準：35.0％）

将来負担比率
その年の収入※に対する、将来負担しなければならない負債の割合です。
国が負担する額や、保有する貯金分を除いた実質的な将来負担額で計算します。
（早期健全化基準：350.0％　財政再生基準はなし）

※その年の収入は、実際の収入額でなく、国が定める一般財源を中心とした収入です。

第３次財政計画はこちら▶
（市ホームページ）

2023・５　広報 じょうえつ5



第７次行政改革推進計画を策定しました
　令和５年２月に策定した「第７次行政改革推進計画」は、「第７次総合計画」に基づくまちづくりの着実な
推進と基礎的な行政サービスの確実な提供を行うため、「人（職員）づくり」、「組織づくり」、「健全財政の維持」
の３つの市政運営の基盤を強化することを目的としています。
　令和５年２月に策定した「人事改革の方針」で示した取り組みも反映し、今後は、よりよい行政サービス
を提供するための職員の育成や、オンライン申請、キャッシュレス決済、「おくやみコーナー」の導入といっ
た市民サービスの利便性向上などに取り組んでいきます。

■問合せ…行政イノベーション課（☎025-520-5608）

計画
期間

閲覧
できる
場所

令和５年度～令和12年度 ・ 行政イノベーション課
　（市役所木田第一庁舎４階）
・市政情報コーナー
　（市役所木田第一庁舎１階）
・市ホームページ

人事改革の方針

第７次行政改革推進計画

良質な行政サービスの提供
(総合計画に基づくまちづくりの着実な推進、基礎的な行政サービスの確実な提供)

市の経営資源の根幹である「人
（職員）」の意欲を高め、資質・
能力を向上する。
・人材確保
・職員の能力向上
・人事評価の見直し
・人事異動の見直し

１．人づくり
職員が能力を存分に発揮できる
組織体制の構築や職場環境の整
備を進める。
・組織機構・運用の強化
・勤務形態の多様化
・業務執行方法の改善
・施策・事業の立案・改善の強化
・ 市民サービスの立案・改善の

強化

２．組織づくり
必要なサービスを安定的・持続
的に提供するため、財源の確保
と事務事業の適正化を図り、健
全財政を維持する。
・歳入の確保
・事務事業の適正化
・ 公共施設の適正管理と第三セ

クターなどの経営健全化の推
進

３．健全財政の維持

「スマート市役所」への転換を推進
デジタル技術を積極的に活用し、効率的な業務執行や利便性の高い行政サービスを提供

（例）・職員採用試験申込手続の電子化 ・文書管理事務の電子化 ・DX研修の実施
　 　・行政手続のオンライン化 ・オンライン会議 ・キャッシュレス決済の導入

「人事改革の方針」
（目指す方向性）
①やる気と意欲を持って仕事に臨み、地域を知り市民と共に考え行動する職員
②活発に議論を交わし、失敗を恐れずチャレンジする職場風土
③行政課題に迅速かつ的確に対応する企画力と実行力を備える組織体制

目指す方向性の実現に向けた人材育成や業務の効率化など
の取り組みを推進

市
政
運
営
の
基
盤
の
強
化

方針に基づく取組を反映

５月のトピックス
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令和６年度採用
市職員を募集します

■問合せ…人事課（☎025-520-5617）

試験職種 募集人数 受験資格（詳しくは試験案内書をご覧ください）

Ⅰ　 種
（大学卒業程度）

一 般 行 政 25人程度 次のいずれかに該当する人
・平成６年４月２日〜平成14年４月１日に生まれた人
・ 平成14年４月２日以降に生まれた人で４年制大学を卒業した

人または令和６年３月31日までに卒業する見込みの人

土　　 木 ３人程度

建　　 築 １人程度

保 健 師 ２人程度
平成６年４月２日〜平成14年４月１日に生まれた人で、
保健師の免許を有する人または令和６年３月31日までに行われ
る保健師国家試験により免許取得見込みの人

臨床心理士・
公認心理師 １人程度

平成元年４月２日以降に生まれた人で、次のいずれかの要件を満
たす人
・ （公財）日本臨床心理士資格認定協会が認定する臨床心理士の資

格を有する人または令和６年３月31日までに取得する見込み
の人

・ 公認心理師の資格を有する人または令和６年３月31日までに
取得する見込みの人

Ⅱ　種
（短期大学卒業程度）

保 育 士 ４人程度
平成９年４月２日〜平成16年４月１日に生まれた人で、保育士
となる資格を有する人または令和６年３月31日までに取得する
見込みの人

民間企業等
職務経験者

一 般 行 政 ８人程度
昭和57年４月２日〜平成６年４月１日に生まれた人で､ 民間企
業等における職務経験年数が通算で３年以上ある人土　　 木 ２人程度

建　　 築 １人程度

試験職種・受験資格（１つの職種に限り受験できます）

申込期間・試験日

試験案内書の設置場所 今後の予定
　試験内容および受験手続などを記載した試験案内書は、
４月28日㊎以降、市役所木田第一庁舎の総合案内（１
階）と人事課（４階）、各総合事務所、南･北出張所や図
書館などの市の主な出先機関、ハローワーク上越およ
びにいがた暮らし・しごと支援センター（表
参道、有楽町）に設置します。また、市ホー
ムページからダウンロードできます。

⃝ 職員採用試験の申込状況を、５月19日㊎か
ら市ホームページでお知らせします。

⃝ ９月 17日㊐にⅠ種（大学卒業程度）＝「学芸
員」、Ⅲ種（高校卒業程度）＝「一般行政」「土
木」、障害のある人＝「一般行政」、技能労務
職＝「調理員」の試験を予定しています。詳
しくは広報上越８月号でお知らせします。

内容 と　き ところ・申込方法

申込期間 ５月８日㊊〜
31日㊌ 原則、市ホームページからの電子申請による申し込み

一次試験 ６月18日㊐

Ⅰ種および民間企業等職務経験者は、申込時に上越会場か東京会場を選択できます。
【上越】県立上越テクノスクール、市民プラザ、教育プラザ
　　　　ユートピアくびき希望館
　　　　※会場は受験票でお知らせします。
【東京】全国町村会館

2023・５　広報 じょうえつ7



⑥午後４時30分～
⑦午後６時30分～
⑧午後７時～
⑨午後７時30分～
⑩午後８時～

①午後２時～
②午後２時30分～
③午後３時～
④午後３時30分～
⑤午後４時～

市政　 ピックスト

ゼロカーボンシティ表明式　3/28
　市民や事業者の皆さん、市が
一体となって2050年までに温
室効果ガスの排出を全体として
ゼロにする「2050年カーボン
ニュートラル」の実現に向けた
取り組みを推進するため、３月
28日に市長と市議会議長が共
同でゼロカーボンシティの表明
を行いました。環境省では、

「2050年に二酸化炭素を実質
ゼロにすることを目指す旨を首
長自らまたは地方自治体として
公表された地方自治体」をゼロ

カーボンシティとしています。
　市では、公共施設への太陽光発電設備の設置や庁用自動車の電動化などの脱炭素化の
率先実行のほか、家庭への太陽光発電設備の設置や省エネ住宅の普及促進に向けた支援、
民間事業者との連携による取り組みなどを進めていきます。

「移動市長室」を開催します
　市長が地域に赴いて執務を行い、その場において個別の面談形式で市民の皆さんと意見交換します。

○お住まいの地区の会場にご参加ください。 オンライン（ Zoom ）による参加も可能です。
○参加は、事前申込制（抽選）です。※初参加の人を優先させていただきます。
○電話または市ホームページからお申し込みください。
○申し込みの際、氏名・住所・連絡先のほか、希望の時間および意見交換のテーマをお伝えください。

●意見交換のテーマ「第7次総合計画の基本目標」
　（次から１つ）

①支え合い、生き生きと暮らせるまち 
②安心安全、快適で開かれたまち 
③誰もが活躍できるまち 
④魅力と活力があふれるまち 
⑤次代を担うひとを育むまち

●希望の時間（１組20分）
　（次から１つ）

開催日・会場 時間（組） 申し込み 申し込み・問合せ先

5月29日㊊ 吉川区総合事務所
午後２時～５時（６組）
午後６時30分～８時30分（４組）

5月15日㊊まで 吉川区総合事務所
（☎︎025-548-2311）

6月2日㊎ 牧区総合事務所 5月19日㊎まで 牧区総合事務所
（☎︎025-533ー5141）

市ホームページ

市ホームページ

※今後の開催予定は、日程が決まり次第お知らせします。
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二十歳を祝うつどい　4/8

第98回高田城址公園観桜会　3/29〜4/12
　４年ぶりに会場内での飲食が解禁されました。
　公園内の至る所で、敷物を広げて飲食を楽しむ家族連れなどが
見られ、多くの花見客で賑わいました。

　リージョンプラザ上越で、二十歳を迎えた1,184人が旧友との再会を
喜びました。参加者を代表して、大島優人さん（上越教育大学附属中学
校出身）と横尾祐樹さん（牧中学校出身）がスピーチを行い、大人への
自覚と決意を新たにしました。

2023・５　広報 じょうえつ9



ハザードマップを確認しましょう

防災基礎知識① ―災害リスクを 知 る―

第98回謙信公祭
「謙信公役」を募集します

８月18日㊎〜20日㊐

　毎年のように全国各地で大きな被害をもたらす自然災害。大規模な
災害ほど、行政などの「公助」には限界があるため、自分自身や家族
で備える「自助」や地域で助け合う「共助」の取り組みが必要です。
日頃の対策で被害程度を減らすことができます。もしもに備えて、今
から災害について考えてみませんか。

　謙信公祭は、義を重んじたといわれる上杉謙信公の
人となりを尊び、それをたたえ、伝えようとする市民
により大正15年の第１回から一度も中断されること
なく催されてきました。
　謙信公役には、「謙信公のふるさと上越」に暮らし、
それを未来につないでいることへの誇りを胸に出陣行
列を率いていただきたいと思います。市民が大切にし
てきたものを、訪れる皆さんが感じて、共感が広がる
ことを期待しています。

●参加内容・日程（予定）
・武具確認・乗馬練習・リハーサルなど…８月19日㊏午後３時30分～５時30分
・ 出陣報告、出陣行列（乗馬・セリフあり）
　川中島合戦の再現（入場・退場）…８月20日㊐午後１時～８時
　※川中島合戦の再現の三太刀七太刀などは、スタントマンが演武します。
●募集内容
▶対象者…上越市民（市内に通勤、通学している人を含む）で、18歳～65歳程度の健康な人※性別、
乗馬経験を問わず　▶定員…１人　▶費用…５万円
▶申し込み…申込用紙に必要事項を記入し、５月31日㊌までに謙信公祭協賛会事務局（観光振興課内、
〒943-8601　木田1-1-3、☎025-520-5741）へ。審査方法など詳しくは募集要項をご覧ください。募
集要項と申込用紙は、市役所木田庁舎、各総合事務所、南・北出張所などにあるほか、「上越観光Navi」ホー
ムページからダウンロードできます

　自宅周辺にどのような災害リスクがあるか知っていますか。市
では、避難場所や地域にどのような被害が発生する可能性が高い
か、地図上にまとめたハザードマップを各家庭へ配布するほか、
市ホームページにも掲載しています。自宅や勤務先
などで災害が発生した際に避難できる場所や避難経
路について、ハザードマップであらかじめ確認して
おきましょう。

■問合せ…市民安全課（☎025-520-5660）

市ホームページ

上越観光Navi
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広報上越専用ページ

時  日時、期間 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも）	 定  定員
費  費用（表記無し：無料） 講  講師
申  申込（表記無し：不要）	 問  問合せ
他  その他

「広報上越」へのご意見をお寄せください

掲載してほしい内容、その他広報紙全般についてのご意見、感想を、電話、ファ
クシミリ、メール、アンケートフォームからお寄せください。今後の紙面づくり
の参考にいたします。
問 広報対話課（☎025-520-5614   FAX025-526-6112）
　   koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp

記号の見方

詳しくは

安塚区 ☎ 025-592-2003 柿崎区 ☎ 025-536-2211
浦川原区 ☎ 025-599-2301 大潟区 ☎ 025-534-2111
大島区 ☎ 025-594-3101 頸城区 ☎ 025-530-2311
牧　区 ☎ 025-533-5141 吉川区 ☎ 025-548-2311
中郷区 ☎ 0255-74-2411 名立区 ☎ 025-537-2121
板倉区 ☎ 0255-78-2141 南出張所 ☎ 025-525-4151
清里区 ☎ 025-528-3111 北出張所 ☎ 025-544-2111
三和区 ☎ 025-532-2323

上越市役所 〒943-8601 上越市木田1-1-3  ☎025-526-5111（市役所代表）

	 1日	 午後6時35分頃
	 15日	 午後0時45分頃
	定期的な電池交換と受信状況の確認を！

「防災ラジオ」の試験放送 問  危機管理課（☎025-520-5665）

FM
76.1MHz

毎月

● 事業やもよおしなどの実施について　新型コロナウイルス感染症の影響などにより延期・中止する場合がありますのでご了承ください。

お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
変
更

　
５
月
８
日
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
付
け
が

「
５
類
感
染
症
」

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
新
た
な
健
康
習
慣
「
感
染
防
止

の
５
つ
の
基
本
」を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
感
染
防
止
の
５
つ
の
基
本

①	

症
状
が
あ
る
場
合
は
自
宅
で
療

養
す
る
か
医
療
機
関
を
受
診
。

②	

場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用

や
、せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
施
。

③	

換
気
の
上
、
密
閉
・
密
集
・
密

接
の
「
３
密
」
を
避
け
る
。

④
手
洗
い
を
習
慣
と
す
る
。

⑤
適
度
な
運
動
と
食
事
。

※	
マ
ス
ク
の
着
脱
は
、
感
染
の
流

行
状
況
や
周
囲
の
混
雑
状
況
、

滞
在
す
る
時
間
や
空
間
の
広
さ

な
ど
を
考
慮
し
て
判
断
し
ま

し
ょ
う
。

●
医
療
費
は
原
則
自
己
負
担

　
こ
れ
ま
で
医
療
費
の
窓
口
負
担

分
が
公
費
支
援
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
一
部
を
除
き
、
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り

推
進
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
１
１
）

自
治
基
本
条
例 

検
証
報
告
書
の
公
表

　
市
の
自
治
の
基
本
的
な
理
念
や

仕
組
み
を
定
め
て
い
る
自
治
基
本

条
例
に
つ
い
て
、
令
和
4
年
度
に

5
年
に
一
度
の
定
期
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

　
社
会
経
済
情
勢
の
分
析
と
関
係

条
項
の
検
証
を
行
い
、
公
募
市
民

を
含
む
検
証
委
員
会
へ
の
意
見
聴

取
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
結
果
、
市
と
し
て
「
い
ず

れ
の
関
係
条
項
も
変
更
す
る
必
要

は
な
い
」
と
し
ま
し
た
。　

　
こ
れ
ら
の
検
証
経
過
を
含
む
報

告
書
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

時
7
月
31
日
㊊
ま
で　
所
地
域
政

策
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役

所
木
田
第
一
庁
舎
１
階
）、各
総
合

事
務
所
、南・
北
出
張
所
、市
民
プ

ラ
ザ
、高
田
図
書
館
、高
田
図
書
館

浦
川
原
分
館
、オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
、

教
育
プ
ラ
ザ
、直
江
津
学
び
の
交

流
館
、ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
希
望

館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
問
地
域

政
策
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
７
２
）

市内の交通事故・犯罪発生件数
 問合せ…市民安全課（☎025-520-5661）

納期限　５月31日㊌
● 軽自動車税【種別割】 …… 全　期
● 後期高齢者医療保険料 … 随時期
● 介護保険料 ……………… 第２期
● 国民年金保険料 ………… ４月分
● 自動車税【種別割】 ……… 定　期

税・保険料の納期限

交通事故件数
１月１日〜３月末日の状況

発生件数 53件（＋２）

死者数 0人（±０）

負傷者数 65人（＋４）

犯罪発生件数
１月１日〜３月末日の状況

刑法犯罪認知件数 147件（＋30）

その内窃盗犯 69件（−３）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”

お
知
ら
せ

　電話やメールで
お 金の話 が 出た
ら詐欺です。料金
未納・電子マネー
と聞いたら詐欺を
疑ってください。 ※�いずれも暫定値で、（　）内は前年比

詳しくは 詳しくは



お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注
意

　
大
気
汚
染
物
質
が
強
い
紫
外
線

を
受
け
る
と
化
学
反
応
を
起
こ
し

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
い
う
物

質
に
変
質
し
ま
す
。
気
象
条
件
に

よ
っ
て
は
白
く
も
や

4

4

が
か
か
っ
た

よ
う
な
状
態
に
な
り
、
こ
れ
を
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
と
い
い
ま
す
。

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
春
か

ら
夏
に
か
け
て
高
濃
度
に
な
る
こ

と
が
多
く
、
健
康
に
影
響
が
出
る

恐
れ
が
あ
る
場
合
、
県
か
ら
注
意

報
が
発
令
さ
れ
る
と
と
も
に
防
災

行
政
無
線
、安
全
メ
ー
ル
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て
も
直
ち

に
健
康
被
害
が
発
生
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
屋
外
で
の
運

動
を
控
え
、
目
や
喉
に
痛
み
な
ど

の
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
、
水
道

水
で
洗
眼
や
う
が
い
を
し
、
室
内

で
安
静
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

９
０
）

ク
マ
の
出
没
に 

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
、
山
歩
き
や

耕
作
中
に
ク
マ
の
目
撃
が
多
発
し

ま
す
。
ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
、

環
境
政
策
課
、
各
総
合
事
務
所
、

警
察
署
の
い
ず
れ
か
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
令
和
２
年
に
は
市
内

で
も
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
の
で
、
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
マ
に
出
合
わ
な
い
た
め
に

・�

ラ
ジ
オ
や
鈴
を
鳴
ら
す
な
ど
、自

分
の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
。

・�
自
然
は
野
生
動
物
の
す
み
か
と

認
識
し
、山
歩
き
な
ど
の
際
は
、

周
囲
に
気
を
配
る
。

●
ク
マ
に
出
合
っ
た
ら

・�

ク
マ
を
刺
激
し
な
い
（
大
声
を

出
す
、
物
を
投
げ
る
な
ど
）。

・�

目
を
そ
ら
さ
ず
、
後
ず
さ
り
で

離
れ
る
（
絶
対
に
走
ら
な
い
）。

●
春
か
ら
夏
の
注
意
点

　
子
グ
マ
を
見
て
も
絶
対
に
近
寄

ら
な
い
（
母
グ
マ
が
子
グ
マ
を
守

る
た
め
に
人
に
向
か
っ
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
３
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９
時
に
、
上
越
地
域

消
防
事
務
組
合
管
内
の
各
消
防
署

に
お
い
て
、
地
上
１
メ
ー
ト
ル
で

測
定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、

最
小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ

も
通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
．
０

１
６
～
０
．
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）�

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は 

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
（
い
わ
ゆ

る
野
焼
き
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
、

原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
は
、
環
境
被
害
を
も
た
ら
す

と
さ
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
火

災
の
発
生
や
煙
害
に
よ
り
地
域
の

皆
さ
ん
に
迷
惑
が
掛
か
る
の
で
、

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
（
５

年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
併
科
）

が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
禁
止
の
例
外
と
な
る
野
外
焼
却

・�

国
、
地
方
公
共
団
体
が
施
設
管

理
の
た
め
に
行
う
必
要
な
焼
却
。

・�

災
害
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
焼
却
。

・�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
の
た
め
の
焼
却
（
ど
ん
ど

焼
き
な
ど
）。

・�

農
林
漁
業
の
た
め
の
や
む
を
得

な
い
焼
却
（
漁
網
に
付
い
た
海

産
物
の
焼
却
な
ど
）。

・�

日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
る
軽
微
な
焼
却（
た
き
火
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
う

際
の
木
く
ず
な
ど
の
焼
却
）。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
、
内
線
１
０
２

０
・
４
１
１
５
）

空
き
地
を
適
切
に 

管
理
し
ま
し
ょ
う

　
空
き
地
は
適
切
な
管
理
を
し
な

い
と
雑
草
が
生
い
茂
り
、
害
虫
の

発
生
や
ご
み
の
不
法
投
棄
を
招
く

な
ど
、
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た

ら
す
と
と
も
に
、
近
隣
住
民
に
不

快
感
を
与
え
ま
す
。

　
所
有
者
は
、
定
期
的
な
草
刈
り

や
清
掃
な
ど
を
行
い
、
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
刈
り
取
っ
た
草
は
可
燃
ご
み
へ

　
刈
り
取
っ
た
草
は
、
燃
や
せ
る

ご
み
指
定
袋
に
入
れ
て
集
積
所
に

出
す
か
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
搬
入
し
、
処
分
（
有
料
）
し

て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤
を
使
用
す
る
際
は
周
囲

へ
配
慮
を

　
除
草
剤
は
、
容
器
に
記
載
さ
れ

た
使
用
方
法
を
守
っ
て
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
向
き
や
周

囲
の
状
況
に
配
慮
し
、
作
業
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
、
内
線
１
０
２

０
・
４
１
１
５
）

５
月
は
自
転
車
安
全
月
間
で
す

　
自
転
車
は
自
動
車
と
同
じ
車
両

の
仲
間
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
と
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
新
潟
県
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
な
ど

へ
の
加
入
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
４
月
か
ら
全
て

の
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
、自
ら
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
に
乗
る
と
き
の
基
本

ル
ー
ル

　
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
を

守
っ
て
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②�

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

問
市
民
安
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
１
）

詳しくは
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

時
５
月
11
日
㊍
～
20
日
㊏
の
10
日
間

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
守
ろ
う
よ　
未
来
に
つ
な
が
る　

小
さ
な
手
』

●
運
動
の
重
点

①�

こ
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
の
確
保

・	

通
学
路
や
学
校
、

保
育
園
の
付
近
な

ど
、
こ
ど
も
の
行

動
範
囲
で
は
、
急

な
飛
び
出
し
に
備

え
て
速
度
を
控
え
る
な
ど
の
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②�

横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と

安
全
運
転
意
識
の
向
上

・	

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

横
断
者
が
い
る
と
き
は
必
ず
一

時
停
止
す
る
な
ど
「
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
」を
し
ま
し
ょ
う
。

③�

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

・	

全
て
の
自
転
車
利
用
者
に
対
す

る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。自
転
車
利

用
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
、自
ら
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
５
月
20
日
㊏
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す

問
市
民
安
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
１
）

し
尿
く
み
取
り 

手
数
料
の
改
定

　
し
尿
収
集
運
搬
経
費
の
増
加
に

伴
い
、
10
月
1
日
の
く
み
取
り
か

ら
、
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
を
改

定
し
ま
す
。

●
改
定
後
の
額

　
18
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
８
４
円

（
改
定
前
１
７
３
円
）

問
生
活
環
境
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
６
・
５
１
１
１
、
内
線
１
０
２

０
・
４
１
１
５
）

5
月
は
消
費
者
月
間
で
す

●
デ
ジ
タ
ル
で
快
適
、
消
費
生
活

術
～
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
と

消
費
者
の
く
ら
し
～

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
注
文
し
た

初
回
安
価
な
商
品
が
、
知
ら
な
い

う
ち
に
継
続
購
入
だ
っ
た
と
い
う

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
商
品
の
購
入・サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や

悪
質
商
法
、
多
重
債
務
問
題
な
ど

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
談

者
が
自
力
で
解
決
で
き
る
よ
う
専

門
の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

時
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分　
問
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５・５
２
５・

１
９
０
５
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト 

申
込
期
限
の
延
長

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限

が
５
月
末
か
ら
４
カ
月
延
長
し
、

９
月
末
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
に
は
、

本
年
２
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期
限
が

近
づ
く
と
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
交
付
通
知
書
」が
届
い
て
お
り
、

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
案
内
に

記
載
さ
れ
て
い
る
窓
口
で
、
早
め

に
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
８
２
６
）

水
の
事
故
に
注
意

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、海
や
川
、

湖
な
ど
へ
出
か
け
る
人
が
多
く
な

り
、
水
に
よ
る
事
故
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
水
の
事
故
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●
水
の
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・	

海
・
川
・
湖
な
ど
で
遊
ぶ
と
き

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

用
す
る
。

・
立
入
禁
止
区
域
に
入
ら
な
い
。

・	

危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い
。

・
気
象
情
報
に
注
意
す
る
。

問
危
機
管
理
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
５
）

山
火
事・た
き
火
火
災
に
注
意 

「
火
の
確
認 

山
を
愛
す
る 

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」

●
た
き
火
、
た
ば
こ
の
不
始
末
が

大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す

　
例
年
、
春
先
か
ら
初
夏
に
か
け

て
野
焼
き
の
火
が
拡
大
す
る
な
ど
、

林
野
の
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、

風
が
吹
く
と
、
小
さ
な
火
種
で
も

あ
っ
と
い
う
間
に
燃
え
広
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
た
き
火
は
、
煙
害
の
原

因
と
な
る
ほ
か
、
近
所
迷
惑
に
も

な
り
ま
す
。
た
き
火
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
上
越
地
域
消
防
局
予
防
課
（
☎

０
２
５
・
５
４
５
・
０
２
３
０
）、

市
危
機
管
理
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
７
）

克
雪
す
ま
い
づ
く
り 

支
援
事
業
補
助
金

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
不
要
な
克

雪
住
宅
を
整
備
（
建
築
、
購
入
、

改
良
）
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
大
潟
区
、
頸
城
区
を
除
く
全
市

に
お
い
て
、
４
月
以
降
に
施
工
業

者
と
契
約
し
、
工
事
完
了
後
、
令

和
６
年
１
月
31
日
㊌
ま
で
に
実
績

報
告
で
き
る
人　
※
工
事
着
手
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い　
費
補
助

限
度
額
＝
○
融
雪
式
（
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
に
よ
る
屋
根
融
雪
）

＝
44
万
円
（
要
援
護
世
帯
は
55
万

円
）　

○
落
雪
式
、
落
雪
・
高
床

式
お
よ
び
耐
雪
式
＝
33
万
円
（
要

援
護
世
帯
は
44
万
円
）　
申
問
11

月
30
日
㊍
（
予
算
額
に
達
し
次
第

終
了
）
ま
で
に
建
築
住
宅
課
（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
７
８
６
）

地
域
支
え
合
い
事
業

　
各
地
域
自
治
区
（
28
区
）
に
通

い
の
場
で
あ
る
「
す
こ
や
か
サ
ロ

ン
」
を
設
け
、
高
齢
者
の
閉
じ
こ

も
り
予
防
や
地
域
住
民
と
の
交
流
、

生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
を
目
的
と

し
た
、
地
域
支
え
合
い
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
４
）

詳しくは
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農
作
業
に
関
す
る
お
願
い

　
春
の
農
繁
期
に
は
、

毎
年
、
農
作
業
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
農
作
業
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
、
農
業
機

械
の
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

適
度
に
休
息
を
と
り
、
ゆ
と
り

を
も
っ
て
作
業
す
る
。

・�

ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
で
ほ
場

に
出
入
り
す
る
と
き
は
、
勾
配

や
段
差
に
十
分
注
意
し
、
転
倒

や
転
落
を
防
ぐ
。

・�

農
業
機
械
の
点
検
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
う
。

・�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

・�

道
路
に
土
が
落
ち
た
際
は
、
早

め
に
取
り
除
く
。

・�

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
車
体
に
置
い

た
ま
ま
に
せ
ず
、必
ず
持
ち
帰
る
。

・�

市
販
の
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
す
る
。

・�

田
畑
に
農
機
具
を
放
置
し
な
い
。

問
農
政
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
４
９
）

令
和
５
年
度
上
越
市
二
十
歳
を 

祝
う
つ
ど
い
記
念
品
の
配
布

対
４
月
８
日
の
上
越
市
二
十
歳
を

祝
う
つ
ど
い
を
欠
席

し
た
人　
申
問
案
内

は
が
き
を
持
参
し
、

５
月
31
日
㊌
ま
で
に
社
会
教
育
課

（
☎
０
２
５・５
４
５・９
２
４
５
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
で
受
け
取

り
。
家
族
な
ど

が
受
け
取
る
こ

と
も
で
き
ま
す

高
田
城
三
重
櫓
の
開
館
と

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
4
月

29
日
㊏・㊗
～
5
月
7
日
㊐
ま
で
）

は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。
ま
た
、

期
間
中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施

し
ま
す
。

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

時
日
没
～
午
後
9
時　
問
歴
史
博

物
館
（
☎
０
２

５
・
５
２
４
・

３
１
２
０
）

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル
を

休
館
し
ま
す

　
第
41
回
上
越
市
立
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル
水
泳
競
技
大
会
の
た

め
、５
月
21
日
㊐
は
休
館
し
ま
す
。

問
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
３
１

３
０
）

商業振興に関する支援制度	  申し込み・問合せ…商業・中心市街地活性化推進室（☎025-520-5734）

くるみ家族園からのお知らせ	  ところ・問合せ…くるみ家族園（☎025-544-7440）

支援内容 と　き 対　象 市ホームページ

商店街などの環境
整備に係る改装

商店街組合などが行う利便性の
向上や環境維持を目的とした共
有施設の改装など

12月28日㊍まで（予
算額に達し次第終了）

商店街振興組合または
商工振興会など任意に
組織された商工団体

地域商業の活性化
につながる取り組
み

商店街組合や商工団体などが行
う地域商業の活性化につながる
取り組み
※�プレミアム付商品券の発行も
可能

商店街振興組合、小売
業・サービス業の事業
協同組合、商工会、商
工会議所、中小企業者
による任意組織など

中小企業者などが
行うイノベーショ
ン推進の取り組み

持続可能な市内経済の構築など
に向けて、新分野進出や販路開拓、
事業継続、DX・IT化、脱炭素な
どの新たな成長に歩み出す取り
組み

５月１日㊊〜11月
30日㊍（予算額に
達し次第終了）

市内に主たる事業所を
持つ中小企業者など

空き店舗などへの
出店

まちなかおよび13区の商業地
の活性化に向け、対象区域内の
空き店舗などを活用した商業施
設の出店や事務所の開設に係る
改装など

随時（予算額に達し
次第終了） 個人事業主または法人

●無料送迎バスの運行を始めました
　日帰り温浴施設くるみ家族園と市民いこいの家の間
を週２回、無料で送迎しています。また、感染症予防
の観点から週３日の営業にしていた食堂の営業日を、
週５日（休館日・土曜日を除く）に増やしました。
時運行日＝毎週水・金曜日（休館日を除く）
運行時間＝【行き】午前11時に市民いこいの家を出発、

【帰り】午後３時にくるみ家族園を出発　費無料（入

浴料金別途）　定各曜日16人　他送迎バス利用者は、
市民いこいの家の駐車場を利用
●イベント湯
時菖蒲湯＝５月５日㊎・㊗、よもぎの湯＝５月14日㊐、
バラの湯＝５月28日㊐の午前10時～午
後９時　費一般420円、小・中学生210
円（シニアパスポート、障害者手帳など
の提示による割引制度あり）

詳しくは詳しくは詳しくは
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令和５年度　松くい虫対策事業（無人ヘリ薬剤散布）の実施

空き家に関する支援制度	  申し込み・問合せ…建築住宅課（☎025-520-5786）

　観光地や海岸保安林の松林を松くい虫被害から守るために、無人ヘリコプター（ラジコンヘリ）による薬剤散布
を実施します。
●散布区域および散布日など　〇は散布を行う日、△は予備日、―は散布しない日

散布区域 薬剤名 散布開始
予定時間

5/22
㊊
5/23
㊋
5/24
㊌
5/25
㊍
5/26
㊎
5/29
㊊
5/30
㊋
5/31
㊌

6/1
㊍

6/2
㊎

6/5
㊊

6/6
㊋

6/7
㊌

6/8
㊍

6/9
㊎ 問合せ先

①春日山城跡
　周辺

スミ
パイン
ＭＣ

午前４時
30分頃

○ ― ― △ △ ― △ △ △ △ △ △ △ △ △
農林水産整備課
林業水産係
☎025-520-5759

②八千浦地区
　海岸保安林
　全域

― ○ ― △ △ ― △ △ △ △ △ △ △ △ △

③大潟区
　海岸保安林
　全域

― ― ○ ― ― ― △ ― ― ― ― △ △ △ △
柿崎区総合事務所
建設グループ
☎025-536-6721④柿崎区

　海岸保安林
　全域

― ― ― ― ― ○ △ △ △ ― △ △ △ ― ―

※ 悪天候（風速３ｍ以上または降雨）などにより順延した場合、春日山城跡周辺および八千浦地区については、５月
25日㊍～６月９日㊎の期間に実施し、大潟区については５月30日㊋～６月９日㊎の期間に実施します（土・日曜日
を除く）。また、柿崎区については、５月30日㊋～６月７日㊌の期間に実施します。（土・日曜日を除く）

※ 散布する前に、近くに住む皆さんへは全戸配布などによる周知と散布区域付近に設置する告知看板などでお知らせします。
※ 散布予定期間は、散布区域の利用を控えてください。

　空き家は所有者や管理者が適切に管理することが原則です。万が一、空き家の適切な管理を怠ったことで被害
が発生した場合は、所有者などが損害賠償責任を負うことがあります。市では、空き家の管理に関する支援を行っ
ています。

空き家などの取り壊しに関する支援
●空き家等及び特定空き家等除却費補助金
　除却後の跡地をポケットパークなど、地域活性化に
利用する、または倒壊などの恐れがある空き家などの
除却費用の一部を助成します。
費補助額＝空き家などの除却費用（解体・運搬・処分）
の２分の１（上限50万円）
空き家などの管理を行う支援
　空き家を適切に管理するため、市では次の３団体と
協定を締結しています。自分で管理することが難しい
人は各団体にご相談ください。
・	（公社）上越市シルバー人材センター（☎025-522-2812）
・（一財）上越市環境衛生公社（☎025-543-4121）
・NPO法人新潟ホーム管理サービス（☎025-543-7227）
空き家の利活用に関する支援
●空き家情報バンク制度
　市ホームページなどに空き家の情報を掲載し、「買
いたい・借りたい」人に紹介しています。
掲載を希望する人は、毎月第２・第４火曜
日、第３土曜日の午後に行う無料相談会（要
予約）にご参加ください。

●空き家定住促進利活用補助金
　市外からの移住に伴い購入した空き家のリフォーム
費用の一部を助成します。
費補助額＝空き家のリフォーム費用（20万円以上）の
３分の１（上限50万円）
※ 県外からの移住者、子育て世帯の移住者、誘導重点

区域（高田・直江津地区の一部）への移住者の場合は、
各10万円を加算

※ 誘導重点区域で下水道への接続工事を行う場合は、
接続費用の３分の１（上限30万円）を加算

※ 子育て世帯、県外からの移住者は、上記合計額の
1/2の額をさらに加算
●定住促進生家等利活用補助金
　自分や親の生家に、市外から移住または市内転居す
る際に行うリフォーム費用の一部を助成します。補助
額は、「空き家定住促進利活用補助金」と同じです。
●空き家活用のための家財道具等処分費補助金
　空き家情報バンクに登録された空き家について、家
財道具などの処分費用の一部を助成します。
費補助額＝家財道具などを業者に委託し搬出・処分し
た費用（５万円以上）の２分の１（上限10万円）

詳しくは
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カーフェリー「こがね丸」が就航します
 問合せ…佐渡汽船直江津総合案内所（☎025-544-1234）

安定ヨウ素剤の事前配布	
 問合せ…県感染症対策・薬務課（☎025-280-5237）

　４月29日㊏・㊗、３
年ぶりに直江津港と佐渡
市・小木港を結ぶカーフェ
リーが就航します。乗船
している２時間40分は、
広大な海と海風を感じる非日常的な船旅を楽しめ
ます。また、マイカーを乗せて佐渡へ行けるよう
になるほか、１日２往復のダイヤにより日帰り旅
行もできます。世界文化遺産登録を目前に控えた

「佐渡島の金山」のある佐渡島へ出かけませんか。
　佐渡汽船ではお得な乗船と宿泊がセットのプラ
ンや日帰りプランを用意しています。
また、５月７日㊐まで、世界で活躍す
る太鼓芸能集団の「鼓童」による特別
公演が小木・宿根木で行われます。

　近年頻発する記録的豪雪などの地域
事情を考慮し、新潟県では、UPZの
対象者に、放射性ヨウ素による甲状腺
の内部被ばくを抑える効果がある「安
定ヨウ素剤」を事前に配布しています。上越市の具体的な
配布スケジュールは、詳細が決まり次第、お知らせします。
対原子力発電所からおおむね５～30キロメートル圏内の
UPZ（市内では、柿崎区・吉川区の全域、浦川原区・大島区・
大潟区の一部地域が該当）に住む人で、次の①～③のいず
れかに該当する人
　①40歳未満の人
　②40歳以上の妊婦・授乳婦・妊娠希望のある女性
　③40歳以上で安定ヨウ素剤の受け取りを希望する人
※40歳未満の人には、県から郵送で配布案内が届きます
※ 40歳以上で受け取りを希望する人は、お問い合わせく

ださい

屋根雪下ろし命綱固定アンカー等設置費補助金	  申し込み・問合せ…11月30日㊍までに建築住宅課（☎025-520-5786）

５月の献血バス運行日程	  問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

　住宅などの屋根の雪下ろし時の転落事故を防止するため、命綱の一端を固定するための金具（命綱固定アンカー）
などの設置費用の一部を補助します。
　なお、法令により高さ２メートル以上の高所作業においては、墜落防止器具の使用が事業者に義務付けられて
います。安全対策設備のない住宅などは、雪下ろしを事業者に依頼できない場合がありますので、特に自力での
雪下ろしが困難な世帯は補助金を活用し設置してください。
○対象住宅など　 自己が所有または居住し、市の区域内にある戸建て住宅（併用住宅含む）および付属屋（カー

ポートを含む）で高さが２メートル以上のもの
○対 象 工 事　① 命綱固定アンカーの設置・取り替え、②転落防止柵の設置・取り替え、③固定式はしごの設

置・取り替え
　　　　　　　　※③は、①または②と同時設置または既に設置している場合に補助
○補 　 助 　 額

　新潟県赤十字血液センターでは、献血Web会員サービス「ラブラッド」からの予約をおすすめしています。ラブラッ
ド会員でない人や初めて協力したい人も利用できます。

実施日 受付時間 会　　場
２日㊋
21日㊐
28日㊐

10：00～12：00
13：30～16：00

イオン上越店
（毎月第１火曜日と第３・４日曜日に実施しています）

10日㊌ 10：00～12：00
13：30～16：00 市役所木田第一庁舎

区分 補助率 上限額

要援護世帯 2/3 1棟当たり10万円

一般 1/2 1棟当たり５万円 命綱固定アンカーの設置例

献血キャラクター
けんけつちゃん

詳しくは

詳しくは
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も
よ
お
し

ゑ
し
ん
の
里
や
す
ら
ぎ
荘 

「
芝
桜・こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り
」

　
１
万
株
の
芝
桜
と
百
匹
以
上
の

こ
い
の
ぼ
り
の
競
演
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

時
４
月
29
日
㊏
・
㊗
～
５
月
14
日

㊐
の
間
の
土
、日
曜
日
、祝
日
の
午

前
10
時
～
午
後
５
時　
所
ゑ
し
ん

の
里
や
す
ら
ぎ

荘　
費
協
力
金

２
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）

じ
ょ
う
え
つ
子
育
て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ 

マ
タ
ニ
テ
ィ
の
時
か
ら
考
え
る 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
暮
ら
し
」

　
こ
れ
か
ら
親
に
な
る
人
を
対
象

に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
暮
ら
し
の
ヒ

ン
ト
や
出
産
前
後
に
使
え
る
支
援

情
報
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

時
６
月
17
日
㊏
午
前
10
時
～
正

午　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
対
妊

娠
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
妊
娠
を

考
え
て
い
る
人
お
よ
び
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー　
定
30
人
程
度（
申
込
順
）　

申
問
５
月
５
日
㊎
・
㊗
～
６
月
14

日
㊌
の
間
に
、
じ
ょ
う
え
つ
子
育

て
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
（
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
、☎
０
２
５・

５
２
６
・
１
２
１
４
）

海
岸
清
掃・植
物
観
察
会
と

海
ご
み
の
学
習
会

　
希
少
な
海
岸
植
物
が
植
生
す
る

柿
崎
海
岸
で
の
清
掃
と
植
物
観
察

や
、水
族
博
物
館
「
う
み
が
た
り
」

で
の
見
学
や
解
説
を
通
し
て
、
海

洋
ご
み
や
自
然
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

時
５
月
14
日
㊐
正
午
～
午
後
５
時　

所
柿
崎
海
岸
・
う
み
が
た
り　
※

集
合
・
解
散
は
市
役
所
南
側
駐
車

場　
定
25
人
（
抽
選
）　
費
保
険

料
１
０
０
円　
他
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
。
軍
手
持
参
。

少
雨
決
行
、
荒
天
時
は
海
岸
清
掃

を
中
止
し
、
付
近
の
公
民
館
と
う

み
が
た
り
で
学
習
会
を
実
施　
申

５
月
８
日
㊊
ま
で
に
環
境
政
策
課

（
☎
０
２
５・５
２
０・５
６
８
９
）

高
齢
者
に
よ
る 

趣
味
の
作
品
展
示

　
高
齢
者
の
趣
味
活
動
や
創
作
活

動
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
は
１
～
２
週
間
で
入
れ
替
え

を
行
っ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
無

料
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

所
時
○
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
（
寺
町

２
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時　
○
直
江
津
ふ
れ
あ
い
館
（
直

江
津
小
学
校
１
階
）
＝
午
前
９
時

～
午
後
６
時　
問
高
齢
者
支
援
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地 

創
設
73
周
年
記
念
行
事

　
駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

式
典
の
開
催
や
模
擬
・
戦
闘
訓
練

の
展
示
、
体
験
試
乗
、
装
備
品
の

展
示
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
第
12
音

楽
隊
が
音
楽
演
奏
の
た
め
に
来
隊

し
ま
す
。

時
５
月
28
日
㊐
午
前
９
時
～
午
後

３
時　
所
陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯

地　
他
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い　
問
駐
屯
地
司
令
業
務
室
・

広
報
班
（
☎
０
２
５
・
５
２
３
・

５
１
１
７
）

朗
読
研
修
会 

～
心
に
届
く
語
り
か
け
～

　
声
の
作
り
方
や
魅
力
的
な
表
現

方
法
な
ど
、
朗
読
の
基
礎
を
学
び

ま
す
。

時
第
１
回
＝
６
月
17
日
㊏
午
後
２

時
～
４
時
、
第
２
回
＝
６
月
24
日

㊏
午
後
２
時
～
４
時
、
第
３
回
＝

７
月
１
日
㊏
午
後
２
時
～
４
時
30

分　
所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
対
18

歳
以
上
の
市
民
で
全
３
回
参
加
で

き
る
人　
定
30
人（
抽
選
）　
費
１

０
０
０
円（
全
3
回
分
）　
講
橘
由

貴
さ
ん
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ

ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）　
申
問
５
月

26
日
㊎
ま
で
に
小
川
未
明
文
学
館

（
☎
０
２
５・５
２
３・１
０
８
３
）

正
善
寺
工
房 

「
加
工
体
験
教
室
」

定
各
12
人　
問
正
善
寺
工
房
（
☎

０
２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
ち
ま
き
作
り
教
室

時
５
月
９
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
そ
ば
打
ち
教
室

時
５
月
13
日
㊏
午
前
９
時
30
分
～　

費
２
２
０
０
円　
他
①
二
八
そ
ば
、

②
梅
味
、
③
抹
茶
味
の
三
種
類
か

ら
選
べ
ま
す

●
ビ
ー
ズ
作
り
教
室

時
５
月
16
日
㊋
午
後
１
時
30
分
～　

費
２
５
０
０
円

●
寄
せ
植
え
教
室

時
５
月
17
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～　

費
３
０
０
０
円

●
お
や
き
作
り
教
室

時
５
月
23
日
㊋
午
前
10
時
～

費
１
６
０
０
円

●
旬
の
地
場
野
菜
教
室

時
５
月
24
日
㊌
午
前
10
時
～

費
１
８
０
０
円

●
本
格
洋
菓
子
作
り
教
室

時
５
月
29
日
㊊
午

前
９
時
30
分
～　

費
３
０
０
０
円

５月分の都市ガス料金	  問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

　５月分の都市ガス料金（一般契約料金）は、原料
費調整制度による令和４年12月～令和５年２月の
LNG等平均原料価格（貿易統計値）による調整を行っ
たほか、国の補助金を活用して１㎥当たり30円を値
引きします。

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 150.71円

26～150㎥ 148.94円
151㎥以上 147.48円

前月検針分に比べ１㎥当たり4.29円の値下げとなります。
※基本料金は変わりません。

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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第
52
回
上
越
市
民
芸
能
祭

「
バ
レ
エ
、モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
」

　
市
内
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
、

モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
団
体

が
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し

ま
す
。

時
５
月
27
日
㊏
午
後
６
時
〜
８
時

（
開
場
＝
午
後
５
時
30
分
）　
所
上

越
文
化
会
館　

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
９
２

４
５
）

第
１
回
「
上
越
市
親
の
会
」

　
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
（
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な

ど
）
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

会
で
す
。
お
互
い
の
悩
み
を
出
し

合
い
、
懇
談
す
る
こ
と
で
解
決
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お

よ
び
各
総
合
事
務
所
、
南
・
北
出

張
所
に
あ
る
開
催
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

時
５
月
13
日
㊏
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　
所
教
育
プ
ラ
ザ　
問

青
少
年
健
全
育
成
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
５
・
５
４

４・４
６
９
０
）

小
林
古
径
記
念
美
術
館
の

も
よ
お
し

問
小
林
古
径
記
念
美
術
館

（
☎
０
２
５・５
２
３・８
６
８
０
、

kokei-
koza@

city.
joetsu.lg.jp

）

●
の
こ
し
て
、
つ
た
え
る　
彫
刻

ぴ
か
ぴ
か
大
作
戦

　
高
田
城

址
公
園
に

あ
る
彫
刻

を
水
洗
い

し
た
後
、

ワ
ッ
ク
ス
で
磨
い
て
ピ
カ
ピ
カ
に

し
ま
す
。
清
掃
終
了
後
は
実
際
に

手
で
触
れ
て
鑑
賞
し
ま
す
。
親
子

や
友
人
同
士
、
も
ち
ろ
ん
一
人
で

も
大
歓
迎
で
す
。

時
５
月
14
日
㊐
午
前
９
時
〜
10
時

30
分
（
荒
天
中
止
）　
所
小
林
古

径
記
念
美
術
館
前
に
午
前
９
時
集

合　
他
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
水

筒
、
柄
付
き
ブ
ラ
シ

●
ス
ペ
シ
ャ
ル
☆
よ
ち
よ
ち
タ
イ

ム
　
親
子
で
作
品
鑑
賞
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
大
き
な
紙
に
お
絵
描

き
を
し
て
、
初
夏
の
美
術
館
で
楽

し
い
思
い
出
を
作
り
ま
す
。

時
５
月
23
日
㊋
午
前
10
時
〜
正
午　

所
小
林
古
径
記
念
美
術
館　
対
０

歳
〜
年
長
の
子
ど
も
と
保
護
者　

他
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、着
替
え
、

水
筒　
定
10
組
（
申
込
順
）　
申

問
５
月
９
日
㊋
以
降
に
メ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

体
験
会

時
５
月
14
日
㊐
午
前
10
時
〜
正
午　

所
柿
崎
総
合
体
育
館
（
か
き
ざ
き

ド
ー
ム
）　
対
小
・
中
学
生　
定

10
人
程
度（
申
込
順
）　
費
主
催
者

側
で
傷
害
保
険
に
加
入　
他
持
ち

物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
（
爪
は

短
く
切
る
）、
内
履
き
、
水
筒
、

タ
オ
ル　
申
問
５
月
12
日
㊎
ま
で

に
上
越
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ク
ラ
ブ
の
稲
田
さ
ん（
☎
０
９
０・

３
１
３
１
・
３
７
０
３
）

ワ
セ
ダ
ク
ラ
ブ
北
信
越
支
部

の
も
よ
お
し

問
ワ
セ
ダ
ク
ラ
ブ
北
信
越
支
部
事

務
局
の
清
水
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

２
６
４
８
・
３
１
８
１
）　
他
主

催
者
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険

に
加
入

●
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
無
料
体
験
会

時
６
月
４
日
㊐
午
後
４
時
30
分
〜

５
時
30
分　
所
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー　
対
３
歳
〜
小
学
生　
定
20

人（
抽
選
）　
申
６
月
４
日
㊐
ま
で

●
ラ
グ
ビ
ー
無
料
体
験
会

時
６
月
18
日
㊐
午
前
９
時
〜
（
幼

児
、
小
学
生
）、
午
前
10
時
20
分

〜
（
中
学
生
〜
大
人
）　
所
高
田

城
址
公
園
陸
上
競
技
場
（
小
雨
決

行
）　
対
幼
児
〜
大
人　
定
幼
児・

小
学
生
20
人
、
中
学
生
〜
大
人
40

人
※
い
ず
れ
も
抽
選　
申
６
月
18

日
㊐
ま
で　
他
持
ち
物
＝
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

上
越
市
民
弓
道
教
室

時
５
月
22
日
〜
７
月
31
日
ま
で
の

毎
週
月
・
水
曜
日
（
全
20
回
）
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
７
時
〜
９

時
の
い
ず
れ
か

○
見
学
会
＝
５
月
８
日
㊊
午
前

10
時
、
午
後
７
時　
所
高
田
城
址

公
園
弓
道
場　
対
高
校
生
、
一
般　

定
午
前
の
部
５
人
、
午
後
の
部
10

人
※
い
ず
れ
も
抽
選　
費
１
万
円

（
弓
道
具・会
場
使
用
料
を
含
む
）、

保
険
料
別
途　
他
持
ち
物
＝
動
き

や
す
い
服
装
、
靴
下
ま
た
は
白
足

袋
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物　
申
見
学

に
参
加　
問
上
越
弓
道
連
盟
会
長

の
阿
部
さ
ん
（
☎
０
２
５
・
５
２

３
・
５
７
７
７
）

上
越-

健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｊ-

Ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
）無
料
体
験
会

　
体
組
成
と
運
動
機
能
の
計
測
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

体
幹
を
中
心
と
し
た
無
理
の
な
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

時
７
月
８
日
㊏
１
部
＝
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分　

２
部
＝
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　
所
上

越
市
総
合
体
育
館　
対
18
歳
以
上

の
市
民　
定
各
部
20
人
（
抽
選
）　

申
問
６
月
23
日
㊎
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
）

じ
ょ
う
え
つ
の
水
源
め
ぐ
り

　

市
内
水
源
で
あ
る

「
名
立
取
水
ダ
ム
」
や

「
正
善
寺
ダ
ム
」
を
見

学
し
、
水
道
事
業
の
取
り
組
み
と

水
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

時
６
月
10
日
㊏
午
前
９
時
〜
午
後

２
時　
所
市
内
水
源
地　
対
小
学

生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）　

定
30
人
（
抽
選
）　
費
１
０
０
円　

申
問
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
５
月
19
日
㊎
ま
で
に
、
ガ

ス
水
道
局
経
営
企
画
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
２
・
５
５
１
４
）
へ
。

申
込
用
紙
は
、ガ
ス
水
道
局
本
局
、

営
業
所
、
各
区

総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所

に
あ
り
ま
す

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

時
６
月
11
日
㊐
・
25
日
㊐
・
７
月

２
日
㊐
・
９
日
㊐
（
全
４
回
）

午
後
４
時
～
５
時　
所
上
越
体
操

場
ジ
ム
リ
ー
ナ　
対
小
学
生　
定

20
人
（
抽
選
）　
費
１
０
０
０
円　

申
問
５
月
15
日
㊊
ま
で
に
、電
話
、

メ
ー
ル
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）
春
季 

初
中
級
テ
ニ
ス
教
室

時
５
月
31
日
～
８
月

２
日
ま
で
の
毎
週
水

曜
日
、
午
後
７
時
～

９
時
（
全
10
回
）　
所
リ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ラ
ザ
上
越　
対
20
歳
以
上　

定
30
人
（
抽
選
）　
費
８
０
０
０

円
（
保
険
料
込
み
）　
他
ラ
ケ
ッ

ト
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
貸
し

出
し　
申
問
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、５
月
22
日
㊊（
必

着
）
ま
で
に
上
越
市
テ
ニ
ス
協
会

の
植
木
さ
ん
（
〒
943・0834	

西
城
町

２
・
４
・
８
、
☎
０
２
５
・
５
２

６
・
１
８
３
７
）

牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設 

「
う
ぐ
い
す
餅
作
り
体
験
」

　
新
緑
の
よ
も

ぎ
を
使
っ
て
、

う
ぐ
い
す
餅
を

作
り
ま
し
ょ	

う
。

時
５
月
28
日
㊐
午
前
９
時
30
分
～

正
午　
所
牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流

施
設　
定
15
人
（
抽
選
）　
費
１

５
０
０
円　
申
問
５
月
23
日
㊋
ま

で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
も
ぎ
の
会（
牧

ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設
内
、
☎

０
２
５
・
５
２
９
・
３
１
５
０
）

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
高
齢
者
を
対

象
に
市
が
行
う

訪
問
型
の
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス

（
話
し
相
手
や

安
否
確
認
、
家

事
援
助
）
を
担

う
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

時
５
月
26
日
㊎
午
前
10
時
～
午
後

３
時　
所
直
江
津
学
び
の
交
流

館　
申
問
５
月
25
日
㊍
ま
で
に
ス

テ
ィ
ッ
ク
事
務
局
（
㈱
リ
ボ
ー
ン

内
、
☎
０
２
５
・
５
２
３
・
０
７

０
０
）

救
命
講
習

所
上
越
地
域
消
防
局　
定
30
人（
申

込
順
）　
費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
２
１
０
円
別
途
）　
申
問
上

越
消
防
署
（
☎
０
２
５・５
４
４・

０
１
１
９
）

●
普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺

蘇
生
法
、
異
物

除
去
、
止
血
法

な
ど
を
学
び
ま

す
。

時
５
月
21
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

申
５
月
８
日
㊊
～
14
日
㊐
の
間

●
上
級
救
命
講
習

　
乳
児
、
小
児
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
、
異
物
除
去
、
止
血
法
お
よ
び

搬
送
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
５
月
13
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分　
申
５
月
１
日
㊊
～
７

日
㊐
の
間

講
演
会「
こ
ど
も
の
や
る
気
の
芽
が

育
つ
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
」

　
著
書
「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド

バ
イ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
が
大
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
講
師
か
ら
、

子
ど
も
の
や
る
気
を
育
て
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
す
。

時
６
月
24
日
㊏
午
前
10
時
～
正
午　

所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越　
定

30
人（
申
込
順
）　
講
明あ

け
橋は

し
大だ

い
二じ

さ

ん
（
真
生
会
富
山
病
院
心
療
内
科

部
長
）　
申
５
月
６
日
㊏
～
６
月

23
日
㊎
の
間
に
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら　
問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ミ
ー

ズ・ネ
ッ
ト（
☎

０
２
５
・
５
２

６・１
０
９
９
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り
　
対
６
カ
月
～

未
就
学
児　
申
５
月
６
日
㊏
～
６

月
12
日
㊊

板
倉
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室

時
５
月
11
日
～
８
月
３
日
の
毎
週

木
曜
日
（
７
月
20
日
を
除
く
）
全

12
回　
午
前
10
時
～
11
時　
所
板

倉
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　
対

初
心
者
・
初
級
者　
定
15
人
（
抽

選
）　
費
６
０
０
０
円
（
保
険
料

別
途
）　
他
要
上
履
き　
申
問
は

が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に「
板

倉
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室
参
加
希

望
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

５
月
８
日
㊊
ま
で
に
新
潟
県
ト
ラ

ン
ポ
ビ
ク
ス
協
会
教
室
担
当
の
畔あ

ぜ

上が
み

邦
子
さ
ん
（
〒
944・0111	

板
倉
区

宮
島
64
、
FAX
０
２
５
５
・
７
８
・

３
０
８
７
）

令
和
５
年
度
前
期 

ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

　
楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
鍛
え
、

水
泳
の
上
達
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

時
５
月
13
日
～
７
月
22
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
11
回
）
※
①
午
前

９
時
～
10
時
、
②
午
前
10
時
～
11

時
の
い
ず
れ
か
を
選
択　
所
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル　
対
年
中
児

～
小
学
生
（
そ
の
他
は
要
相
談
）　

費
６
６
０
０
円（
プ
ー
ル
使
用
料
、

指
導
料
、
保
険
料
を
含
む
）　
他

持
ち
物
＝
水
着
、水
泳
帽
子
、ゴ
ー

グ
ル
、
タ
オ
ル　
申
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
か
ら
、
ま
た
は
５
月
13
日
㊏
午

前
８
時
30
分
～
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

プ
ー
ル　
問
上
越
水
泳
協
会
の
木

村
さ
ん
（
☎
０

８
０
・
３
２
１

８・９
２
６
３
）

令
和
５
年
度 

国
際
交
流 

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
国
際
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
外

国
人
市
民
の
日
本
語
学
習
や
文
化

の
理
解
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
際
に
必

要
な
心
構
え
や
知
識
を
学
び
ま
す
。

時
６
月
10
日
㊏
、
17
日
㊏
、
24
日

㊏
、
８
月
19
日
㊏
、
そ
の
他
２
回

の
活
動
見
学
（
全
６
回
）　
対
国

際
交
流
や
日
本
語
学
習
の
サ
ポ
ー

ト
活
動
に
関
心
が
あ
る
人　
問（
公

社
）
上
越
国
際

交
流
協
会
（
☎

０
２
５
・
５
２

７
・
３
６
１
５
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは
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映
画
上
映
会 

「
峠 
最
後
の
サ
ム
ラ
イ
」

　
越
後
長
岡
藩
家
老
河
合
継
之
助

を
描
く
超
大
作
の
映
画
を
上
映
し

ま
す
。

時
６
月
１
日
㊍　
①
午
後
２
時
～
、

②
午
後
６
時
～　
所
ユ
ー
ト
ピ
ア

く
び
き
希
望
館　
他
入
場
整
理
券

が
必
要
。
入
場
整
理
券
は
５
月
９

日
㊋
午
前
９
時
～
希
望
館
で
配
布

開
始　
問
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き
振

興
財
団
（
☎
０
２
５
・
５
３
０
・

２
７
７
１
）

第
13
回
市
民
が
ん
公
開
講
座

　
高
齢
者
の

が
ん
治
療
診

断
や
治
療
の

現
状
な
ど
に

つ
い
て
、
日

常
診
療
に
携

わ
っ
て
い
る

専
門
医
が
分

か
り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。

時
５
月
20
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　
所
県
立
看
護
大
学　

対
市
内
に
住
む
人　
講
新
潟
県
立

中
央
病
院
放
射
線
科
医
師　
問
新

潟
県
立
中
央
病
院
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５・５
２
２・

７
７
１
１
）

上
越
名
家
一
斉
公
開 

「
春
の
公
開
」

　
市
内
の
歴
史
的
旧
家
４
邸
を
公

開
し
ま
す
。

時
５
月
13
日
㊏
、
14
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
４
時　
所
白
田
邸
（
頸

城
区
森
本
）、
瀧
本
邸
（
頸
城
区

百
間
町
）、
林
富
永
邸
（
三
和
区

神
田
）、
保
阪
邸
（
戸
野
目
）　
費

５
０
０
円　
他
来
場
者
多
数
の
場

合
は
入
場
を
制
限
し
ま
す
。
歴
史

的
建
造
物
保
護
の
観
点
か
ら
、
靴

下
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い　
問
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
小
林
さ
ん

（
☎
０
８
０
・

４
３
２
５
・
４

２
２
４
）

上
越
教
育
大
学
公
開
講
座

　
７
月
に
開
催
す
る
講
座
で
す
。

①
楽
し
む
化
学
実
験

②
め
ざ
せ
！
け
ん
玉
名
人

③	

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
知
的
思
考
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
家

族・親
子・友
達
と
ユ
ー
ロ
ボ
ー

ド
ゲ
ー
ム
体
験
―

所
上
越
教
育
大
学　
費
①
＝
５
２

０
０
円
、
②
、
③
＝
高
校
生
以
下

３
１
０
０
円
、
一
般
６
２
０
０

円　
申
問
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
上

越
教
育
大
学
研
究
連
携
課
（
☎
０

２
５
・
５
２
１
・
３
２
９
２
、

chiiki@
juen.

ac.jp

、
FAX
０

２
５・５
２
１・

３
６
２
１
）

上
越
文
化
会
館
の 

も
よ
お
し

他
未
就
学
児
入
場
不
可　
所
申
問

上
越
文
化
会
館
（
☎
０
２
５
・
５

２
２
・
８
８
０
０
）

●
鼓
童
ワ
ン
・
ア
ー
ス
・
ツ
ア
ー

２
０
２
３
～
ミ
チ
カ
ケ　
上
越

公
演

　
８
年
ぶ
り
の
上
越
公
演
。
魂
が

動
き
出
す
、
い
の
ち
の
リ
ズ
ム
を

生
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

時
６
月
４
日
㊐
午
後
３
時
開
演（
午

後
２
時
30
分
開
場
）　
費
Ｓ
席
６

０
０
０
円
、Ａ
席
５
０
０
０
円（
全

席
指
定
、
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
）

●
林
家
正
蔵　
落
語
独
演
会

　
で
き
る
だ
け
寄
席
の
雰
囲
気
を
。

　
話
芸
に
よ
る
古
典
落
語
の
名
作

を
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
中
ホ
ー
ル

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

時
７
月
２
日
㊐
午
後
２
時
開
演（
午

後
１
時
30
分
開
場
）　
費
一
般
２

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
０
０

０
円
（
５
月
６
日
㊏
以
降
チ
ケ
ッ

ト
発
売
開
始
）

対
話
絆
塾
の
研
修
会 

「
壁
を
超
え
る
対
話
力
」

　
人
間
関
係
を
改
善
す
る
た
め
の

要
と
な
る
能
力
「
対
話
力
」。
実

戦
的
な
対
話
能
力
を
基
礎
か
ら
応

用
ま
で
磨
き
ま
す
。
５
月
～
12
月

の
間
、
毎
月
１
講
座
ず
つ
全
８
講

座
に
分
け
て
解
説
し
、
練
習
を
重

ね
ま
す
。

時
所
○
第
１
講
座
＝
５
月
10
日
㊌・

直
江
津
学
び
の
交
流
館
、
５
月
14

日
㊐
・
市
民
プ
ラ
ザ
※
い
ず
れ
も

同
内
容
で
午
前
10
時
～
正
午　
定

各
回
８
人
（
抽
選
）　
費
１
講
座

当
た
り
一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

５
０
０
円　
申
問
５
月
６
日
㊏
ま

で
に
対
話
絆
塾
の
北
川
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
４
２

４
８
・
９
６
７

５
）上

越
市
和
装
礼
法 

親
子
教
室

　

浴
衣
の
着
方
か
ら
大
切
な
マ

ナ
ー
ま
で
、
親
子
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

時
６
月
～
８
月
の
間
の
毎
週
日
曜

日
午
後
１
時
～
３
時　
所
春
日
謙

信
交
流
館　
対
小
学
生
～
高
校
生

と
そ
の
親　
※
１
人
の
参
加
で
も

可　
定
25
人
（
抽
選
）　
申
問
６

月
３
日
㊏
ま
で
に
上
越
市
和
装
礼

法
親
子
教
室
実
行
委
員
会
の
長
崎

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
５
３
７
・

８
２
２
４
）

高
田
本
町
商
店
街
の
花
の

も
よ
お
し

申
問
本
町
四
丁
目
商
店
街
振
興
組

合
（
☎
０
２
５
・
５
２
３
・
２
５

１
７
）

●
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
と
花
め
ぐ

り
　
期
間
中
、
花
や

緑
で
彩
ら
れ
た
個

人
宅
や
歴
史
的
建

造
物
の
庭
を
観
覧

で
き
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
は
目
印
の
の
ぼ

り
旗
が
立
っ
て
い
ま
す
。

時
５
月
13
日
㊏
～
６
月
11
日
㊐　

所
高
田
市
街
地
を
中
心
と
し
た
市

内
の
個
人
宅
の
庭
や
歴
史
的
建
造

物
の
庭
な
ど　

●
城
下
町
高
田
本
町	

花
フ
ェ
ス
タ

　
花
の
専
門
家
に
よ
る
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
展
示
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。	

時
５
月
27
日
㊏
・
28
日
㊐　
所

高
田
本
町
商
店
街　
費
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
代　
他
一
部
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
事

前
申
し
込
み
が

必
要

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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くわどり市民の森のもよおし	  ところ・申し込み・問合せ…くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）

こども祭

●５月の木工作
　「葉っぱスタンプのランチョンマット作り」
　ランチョンマットに葉っぱスタ
ンプで模様をつけます。
時 ５ 月13日 か ら の 土・ 日 曜 日　
午前10時～午後４時　費300円
●初夏の鏡池トレッキングツアー
　初夏の水源の森を歩き、市民の森の最奥部に位置す
る「鏡池」を目指します。
時６月７日㊌、11日㊐　午前９時～午後４時　定20
人（申込順）　費500円　申５月６日㊏以降

●カエルと水生昆虫観察会とミニ木工作体験
　モリアオガエルの卵や水生昆虫、クロサンショウウ
オなどを観察します。
時６月18日㊐、25日㊐　午前９時～正午　定15人（申
込順）　費500円（未就学児は無料）　他小学生以下保
護者同伴　申５月６日㊏以降
●無料送迎バス運行中
　くわどり湯ったり村と市民の森管理棟を
往復する無料送迎バスを運行しています。
時土・日曜日、祝日　午前10時～午後４
時　１時間おきに運行

●小川未明文学館こども祭
　未明に関するクイズや、未明童話に登場するモチーフを使った工作で、小川未明に親しみませんか。
時５月13日㊏午前10時～午後４時　所問小川未明文学館（☎025-523-1083）

●図書館こども祭
　図書館各館で、児童向けの本に親しむイベント

「図書館こども祭」を開催します。

高田図書館 ５月13日㊏

・工作「びゅんびゅんごま」をまわそう
　（午前10時～午後５時）
・リサイクルブック市
　（①午前10時15分～正午、②午後１時15分～３時）
・おはなしとわらべうたであそぼ（午前11時～11時45分）
・絵本とおはなしのへや（午後２時～２時45分）

☎025-523-2603

直江津図書館 ６月３日㊏

・ＳＤＧｓのおはなし会（午前11時～11時30分）
・絵本とおはなしのへや（午後２時～２時45分）
・図書カードケースをつくろう（午前10時～午後５時）
・リサイクルブック市（午前10時15分～午後４時）

☎025-545-3232

頸城分館 ６月３日㊏
・工作「びゅんびゅんごま」をまわそう（午前10時～午後４時）
・リサイクルブック市（午前10時～午後４時）
・えほんのじかん（午後３時～４時）

☎025-530-2360

浦川原分館 ６月３日㊏
・工作「びゅんびゅんごま」をまわそう（午前10時～午後４時）
・リサイクルブック市（午前10時～午後４時）
・みんなのおはなし会（午前10時30分～11時30分）

☎025-599-2830

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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じょうえつ歴史講座	  申し込み・問合せ…文化行政課（☎025-545-9269）

●座学（調査報告編）第１回「釜蓋遺跡の調査から」
　釜蓋遺跡の発掘調査で分
かった最新の情報をお伝えし
ます。講話終了後、参加者同
士の語り合いを行います（希
望者のみ）。
時５月20日㊏午前９時30分
～11時20分　所釜蓋遺跡ガイダンス　定70人（当日
先着順）

●春日山講座１「府中口ルートを歩く」
　謙信公の居城、春日山城の散策をします。今回は、
埋蔵文化財センターを出発し、蓮池（愛宕谷公園）、
黒金門跡を経て、本丸を目指します。
時５月13日㊏午前９時～正午　所埋蔵文化財センター
集合　定30人（申込順）　他天候により、コースを変
更する場合があります。少雨決行。雨天時は、埋蔵文
化財センターの見学などを行います　申問５月８日㊊
以降

こどもセンターのもよおし	  申し込み・問合せ…オーレンプラザこどもセンター（☎025-525-0355）

●ぷちベビー健康プラザ
　赤ちゃんとの初めてのお出か
けにぜひご参加ください。体重
計測、個別相談、おしゃべり情
報交換などを行います。
時５月20日㊏午前10時30分～正午　所市民プラザ　
対妊娠している人、２～５カ月の赤ちゃんとその保護
者　定15組（抽選）　申５月10日㊌まで
●じょうえつ子育て情報カフェ2023
　市の子育て支援情報や育児
サークルなどを紹介し、子育て
について情報交換します。お子
さんと一緒に参加できます。
時５月23日㊋午前10時～正午　所市民プラザ　対子
育て中の人　定50組（抽選）　申５月７日㊐まで
保育ルームあり 対１歳以上　定20人（抽選）　申５月

７日㊐まで
●赤ちゃんと一緒BP（ベビープログラム）講座
　初めて子育てを行う母親を対
象とした講座で、赤ちゃんと一
緒に楽しく学ぶことができます。
時５月29日～６月19日の毎週

月曜日午前10時～正午（全４回）　所市民プラザ　対

令和５年１月生まれ～３月生まれの第１子とその母親　
定12組（抽選）　費1,100円（テキスト代）　申５月
15日㊊まで
●「こどものほめ方・しかり方」
　～自己肯定感を高める上手な関わり方を考える～
　しつけについての話やワーク
ショップを行います。
時 ６ 月14日 ㊌・21日 ㊌（ ２
回連続講座）午前10時～正午　
所オーレンプラザ　対４歳～小学３年生までの子ども
の保護者　定20人（抽選）　申５月29日㊊まで
保育ルームあり 対６カ月以上～就園前　定15人（抽選）　
申５月29日㊊まで
●子育てセミナー「パパともっと遊ぼう！」
　男性保育士を講師に親子遊び
やコミュニケーションの取り方
などを子どもと一緒に体験しま
す。
時６月18日㊐午前10時～11時　所市民プラザ　対

満１歳～１歳半の子どもとその父親　定15組（抽選）　
申６月８日㊍まで
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上越科学館のもよおし

申問上越科学館（☎・FAX025-544-3939、 kagakukan@jscience.jp）

名称・内容 開催日・会場 対象・参加費 定員・申し込み

サイエンスひろば
　科学の楽しさ、不思議を体験
できるブースが出現。

５月３日㊌・㊗～７日㊐
午前９時～午後５時

対どなたでも
費無料（入館料別途）

定無し
申不要

科学工作教室
　ペットボトルとモーターを使
用し、ペットボトルLED風車を
作ります。風車の羽に風を受け
ると発電してLEDが光ります。

時５月20日㊏午後２時～３時
30分

対小学生以上（小学３年生
以下は保護者の同伴が必要）
費500円（入館料別途）

定18人（申込順）
申５月６日㊏以降

地層観察教室
　氷河時代にできた砂丘を観察
し、米山の生い立ちを探り、岩
石や鉱物を採集します。

時５月28日㊐午前９時～午後
４時
所米山海水浴場、田塚鼻など　
※上越科学館集合

対小学生以上（小学生は保
護者の同伴が必要）
費小・中学生300円、高校
生以上500円

定12人（抽選）
申５月18日㊍まで

科学たんけん隊
　科学のふしぎに迫る「科学た
んけん隊」の隊員を募集します。
ワクワクする実験や科学体験に
挑戦します。

時６月３日㊏、７月１日㊏、９
月２日㊏、10月７日㊏、11月
４日㊏、12月９日㊏のいずれも
午後１時30分～３時30分（全
６回）

対小学５、６年生
費3,000円（初回のみ、
入館料別途）

定18人（抽選）
申５月23日㊋まで

上越科学館　科学部
　中学生対象の「科学部」の部
員を募集します。スリル満点の
実験や科学体験に挑戦します。

時６月４日㊐、７月２日㊐、９
月３日㊐、10月８日㊐、11月
５日㊐、12月10日㊐のいずれ
も午後１時30分～３時30分（全
６回）

対中学生
費5,000円（初回のみ、
入館料別途）

定18人（抽選）
申５月23日㊋まで

おとなのための標本教室
　標本作製の基本を学び、実際
に植物や昆虫の標本を作ります。

時①５月14日㊐、②８月27日㊐、
③11月３日㊎・㊗、④令和６年
２月４日㊐（全４回）
①＝午前９時30分～午後３時
30分、②③④＝午後１時30分
～３時30分

対高校生以上
費3,000円（初回のみ、
入館料別途）

定18人（抽選）
申５月７日㊐まで

詳しくは
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第24回高田城ロードレース大会

どうする家康	静岡	大河ドラマ館

さくらんぼ狩り

　高田城址公園の陸上競技場をスタート・フィニッシュ
地点とし、ランナーが城下町・高田を駆け巡ります。
時６月４日㊐　所高田城址公園陸上競技場ほか　他ス
タート時間…ハーフマラソン＝午前７時30分、10キロ
メートル＝午前７時55分、５キロメートル＝午前７時
50分、３キロメートル（中学生以上）＝午前７時57分、
３キロメートル（小学生）＝午前７時58分　問高田城ロー
ドレース大会実行委員会事務局（㈶上越市スポーツ協
会内、☎025-525-4119※午前９時～午後４時）

●交通規制
　付近の道路では混在が予想されま
す。ご迷惑をおかけしますが、規制
へのご理解とご協力をお願いします。
規制を行う範囲や時間など、詳しく
はホームページで確認してください。
時６月４日㊐午前６時30分～11時
所高田城址公園付近、県道63号線

（山麓線）ほか

　大河ドラマ「どうする家康」（NHK）の撮影で使われた衣装や小道具の展示
のほか、主演の松本潤さんが静岡市内の家康公ゆかりの地を巡る映像が流れる
４Ｋシアターなど、ドラマの裏側も含めて楽しむことができます。
　徳川家や今川家に関係する展示などを行っている「静岡市歴史博物館」と「大
河ドラマ館」の両館に入館することで、公共交通機関や観光施設の割引券が配
布されます。両館をつなぐ無料シャトルバスも運行中ですので、両館セットで
お楽しみください。
時令和６年１月28日㊐まで　午前９時～午後６時（最終入場：午後５時30分）　
所静岡浅間神社境内（静岡県静岡市葵区宮ケ崎町102）　費大人400円、小・
中学生、高校生200円、未就学児無料　問どうする家康 静岡 大河ドラマ館　
運営センター（☎054-297-5111）

　南アルプス市はさくらんぼの収穫時期が早く、５月から６月の間に新鮮なさ
くらんぼを楽しむことができます。甘酸っぱい味覚はもぎたてならではのおい
しさ。真っ赤に熟れた愛らしいさくらんぼをどうぞ召し上がれ。
時５月上旬～６月中旬　問（一社）南アルプス市観光協会（☎055-284-4204）

集客プロモーションパートナー都市

ROUTE日本海‒太平洋パートナー都市

からのお知らせ

からのお知らせ

静岡県静岡市

山梨県南アルプス市

詳しくは

詳しくは
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募
　
　
集

大
島
ふ
る
さ
と
農
園
会
員

　
春
に
は
手

植
え
に
よ
る

「
田
植
え
」、

秋
に
は
「
稲

刈
り
」や「
は

さ
掛
け
」
が

体
験
で
き
ま

す
。
実
り
の
秋
に
は
新
米
60
キ
ロ

グ
ラ
ム
を
進
呈
し
ま
す
。

対
大
島
区
以
外
に
在
住
す
る
人
で
、

農
園
貸
付
料
と
農
園
管
理
費
を
納

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
人　
定
20

区
画
（
抽
選
）　
費
年
間
＝
３
万

４
７
０
０
円　
申
問
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
浦
川
原
区

総
合
事
務
所
産
業
グ
ル
ー
プ
（
☎

０
２
５
・
５
９
９
・
２
３
０
２
）

へ
。
申
込
用
紙

は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
展
示
コ
ー
ナ
ー

へ
の
出
展
作
品

　
市
民
の
趣
味
活
動
や
創
作
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
雁
木
通
り

プ
ラ
ザ
内
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。

対
市
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体	

他
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
内
へ
の
展
示
に

限
る　
申
問
展
示
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
高

齢
者
支
援
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

高
田
ま
ち
か
ど
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

出
演
者

　
昭
和
初
期

に
建
て
ら
れ

た
洋
風
建
築

の
中
で
、
音

楽
や
踊
り
な

ど
日
頃
の
活

動
の
成
果
を

披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
７
月
30
日
㊐
午
前
11
時
～
午
後

３
時　
所
高
田
ま
ち
か
ど
交
流
館

（
旧
第
四
銀
行
高
田
支
店
）　
対
音

楽
や
踊
り
な
ど
の
活
動
を
行
う

団
体
ま
た
は
個
人　
定
10
組
程
度

（
抽
選
）　
申
問
５
月
25
日
㊍
ま
で

に
文
化
振
興
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

２
９
）

第
32
回
小
川
未
明
文
学
賞

　
郷
土
の
偉
人
・
小
川
未
明
の
文

学
精
神
で
あ

る
「
人
間
愛

と
正
義
感
」

を
大
切
に
す

る
、
新
し
い

時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
創
作

児
童
文
学
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

申
問
10
月
31
日
㊋
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
文
化
振
興
課　
小
川

未
明
文
学
賞
担
当
（
〒
943・8601	

木

田
１
・
１
・
３
、

☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
２

８
）

「
み
ん
な
の
食
育
活
動
掲
示
板
」

に
掲
載
す
る
食
育
活
動
情
報

　
市
内
で
行

わ
れ
る
食
育

に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
教

室
な
ど
の
情

報
を
集
め
、

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど

で
広
く
周
知
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
食
育
活
動
の
情
報
を
市
へ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

時
随
時
受
付　
対
市
内
で
食
育
活

動
を
実
施
す
る
企
業
や
団
体
な
ど　

※
営
利
目
的
の
活
動
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん　
申
問
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、農
政
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
４
７
）
へ
。
申
請

書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

第
77
回
新
潟
県 

美
術
展
覧
会
出
品
作
品

　
出
品
作
品

を
受
け
付
け

ま
す
。
部
門

は
日
本
画
、

洋
画
、版
画
、

彫
刻
、工
芸
、

書
道
、
写
真

で
、
各
部
門

と
も
１
人
２

点
ま
で
出
品

で
き
ま
す
。

費
１
点
４
千
円
、２
点
６
千
円（
学

生
は
１
点
３
千
円
、２
点
５
千
円
）

※
新
潟
市
ま
で
の
輸
送
運
賃
別
途　

時
５
月
20
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

５
時
の
間
に
教
育
プ
ラ
ザ
へ　
問

新
潟
日
報
社
上
越
支
社
（
☎
０
２

５
・
５
２
３
・
９
７
０
０
）　
他

県
展
上
越
展
は
６
月
７
日
㊌
～
11

日
㊐
の
間
、
教

育
プ
ラ
ザ
体
育

館
で
開
催
し
ま

す

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは 詳しくは

詳しくは
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審議会などの委員

放課後児童支援員・補助員	  問合せ…学校教育課（☎025-545-9244）

　応募や選考の方法など、詳しくは申込先、各総合事務所、南・北出
張所、市ホームページにある募集要項をご覧ください。
※ より多くの市民の皆さんから参画していただくため、１人が委員に

なれる審議会などの数を５つまでとしています。

募集する委員 審議内容など 任　期 対象者 募集
人数 報　酬 申込・問合せ

上越市歯科保健
計画策定会委員

市の歯科保健計
画策定に関する
事項

７月の委嘱日～令
和６年３月31日㊐

市内に居住、
通勤または在
学する人

１人

会議１回につき
5,000円

（交通費別途）

５月15日㊊（必着）
までに健康づくり推
進課

（☎025-520-5842）

上越市食料・農業・
農村政策審議会
委員

食 料、 農 業 お よ
び農村に関する
事項

６月27日㊋～
２年間

食料、農業お
よび農村に関
心がある18歳
以上の市民

２人
５月22日㊊（必着）
までに農政課

（☎025-520-5747）

上越市博物館
協議会委員

歴 史 博 物 館、 水
族博物館の運営
や活動に関する
事項

７月１日㊏～
２年間

市内に居住、
通勤または在
学する18歳以
上の人

２人
５月19日㊎（必着）
までに歴史博物館

（☎025-524-3120）

　任用条件や受験資格、申込方法など詳しくは申込先、市ホームページにある募集案内をご覧くだ
さい。試験は個別面接で行います。試験の日時や会場などは申込者に通知します。
時随時受付　他提出書類：指定様式の受験申込書、履歴書（いずれも指定様式）
申提出書類を学校教育課（教育プラザ内、〒942-8563 下門前1770）へ持参または郵送

職　種 職務内容 募集人数 勤務時間 報　酬

放課後児童支援員 放課後留守家庭の児童に対する遊び
を中心とした活動の支援、放課後児
童クラブの事務的な業務など

10人程度 週20時間勤務

89,000円/月

放課後児童補助員 82,700円/月

詳しくは

詳しくは
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電話相談も随時受付
時午前９時～正午、午後１時～４時

交通事故巡回相談
要予約

対障害者手帳を持っているか診断
を受けている人で、就労を目指し
ている人

障害のある人の就労相談会
要予約

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

予　約
問合せ

障がい者就業・生活支援センター
さくら（☎025-538-9087）

予　約
問合せ

５月18日㊍午後１時〜３時・
上越地域振興局（本城町５）

と　き
ところ

５月18日㊍午前10時〜正午・
福祉交流プラザ

と　き
ところ

中小企業診断士による、経営改善
や資金繰りなど、経営に関する個
別の相談（１件60分以内）

経営に関する個別相談会
要予約

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

予　約
問合せ

５月26日㊎午後１時30分〜
４時50分・市役所木田第二
庁舎

と　き
ところ

耐震改修、新築・増改築、修繕工事、
克雪住宅など住まいに関する相談

住宅相談会
要予約

上越市地域住宅相談所事務局
（☎025-525-7300）
※予約は前日まで

予　約
問合せ

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

特設人権相談所
予約不要

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

問合せ

５月20日㊏午前９時30分〜
午後０時30分・市民プラザ

と　き
ところ

相談は電話、面談のどちらでも可
対認知症の人やその家族

認知症に関する相談
予約不要

新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783）

問合せ

月〜金曜日の午前９時〜午後
５時（祝日を除く）・新潟ユ
ニゾンプラザ（新潟市中央区
上所）

と　き
ところ

５月13日㊏午前10時〜午後
４時・市民プラザ

と　き
ところ

県立上越テクノスクール（☎025-
545-2190）主催の職業訓練
① 「医療事務・調剤事務科１期」
　（６月28日㊌～９月27日㊌）
② 「事務応用科」
　（７月７日㊎～11月６日㊊）

空き家の売買や賃貸に関する相談

職業訓練相談空き家相談会
予約不要要予約

①㈱ニチイ学館�上越教室
　（☎025-531-3124）
②上越人材ハイスクール
　（☎025-523-2690）

問合せ

建築住宅課
（☎025-520-5786）

予　約
問合せ

①�５月10日㊌、24日㊌の午前10時〜11
時・㈱ニチイ学館�上越教室（五智新町）
②�５月25日㊍午前10時から１時間程度・
上越人材ハイスクール（高土町３）

と　き
ところ

①５月９日㊋・建築住宅課
②�20日㊏・全日本不動産協
会上越事務所（栄町２）�

③�23日㊋・上越宅建会館（春
日野１）

いずれも午後１時〜５時

と　き
ところ

各種無料相談
予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に問い合わ
せてください。



広報対話課から
（☎025－526－5111）
◦「広報上越６月号」は、５月
23日㊋・24日㊌に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。 見やすく読みまちがえにくいユニバーサル

デザインフォントを採用しています。
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上越市「 地域の宝 」を紹介します
― 新緑 ―

　市民の皆さんが大切にし、心のよりどころとす
る文化財を、保存・活用する取り組みと併せて認
定した上越市「地域の宝」。１年間にわたり、全
118件をテーマごとに毎月紹介していきます。
　今月は「新緑」をテーマに、樹木などをご紹介
します。

掲載した「地域の宝」の概要や保存・活
用に取り組む団体の皆さんの活動は、市
ホームページをご覧ください。団体から
のメッセージも掲載しています。

　今回の取材では、委員のお二人が地域の方の
お話に熱心に耳を傾けている姿が印象的でした。
「地域の皆さんの役に立ちたい」という想いで活
動している民生委員・児童委員は、あなたの地
域にも。これを機に、少しでも身近に感じてい
ただければと思います。

表紙のことば： あなたの身近な相談役です

今泉城跡の大ケヤキ（和田区）
上越妙高駅と共に歩む会

坊金の大スギ（安塚区）
坊金町内会

不動のブナ林（名立区）
輝く里不動の会

虫川の大スギ（浦川原区）
虫川の大スギを守る会

薬師山道（大島区）
細越平生会

乗国寺の欅の巨樹（高田区）
乗国寺組合

稲谷「だんとうの大杉」（高士区）
稲谷【だんとうの杉】保存会

お諏訪さんの大ケヤキ（新道区）
お諏訪さんの大ケヤキ保存会

櫛池の大スギ（清里区）
上中條町内会

とよば神明社のご神木大ケヤキ（新道区）
とよば町内会（大ケヤキ保存会）

上越市の人口・世帯数
令和５.４.１現在。（　）は前月との比較

90,474人
（‒234人）

93,608人
（-280人）女男

184,082人
（-514人）合計

77,355（＋124）
数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

79
234

 981
1,340

＜人口増減内訳＞

上越市「地域の宝」
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